
大
阪
八
尾
の
田
中
弥
性
園
は
、
田
中
元
允
二
七
二
八
～
一
七
九

六
）
に
始
ま
り
、
そ
の
子
元
絹
（
祐
馬
・
緑
窓
、
一
七
六
七
～
一
八
二

五
）
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
医
療
学
舎
で
あ
る
（
山
中
浩
之
「
在
村

医
家
の
形
成
と
儒
教
」
「
大
阪
の
歴
史
と
文
化
」
）
・
元
絹
は
和
田
東
郭
．

伊
良
子
光
顕
に
医
を
、
ま
た
尾
藤
二
洲
・
片
山
北
海
に
儒
を
学
び
、

木
村
兼
葭
堂
な
ど
と
交
わ
っ
た
当
時
八
尾
に
お
け
る
随
一
の
文
化

人
で
あ
っ
た
。
墓
碑
銘
は
貫
名
海
屋
が
撰
し
て
い
る
。
発
表
者
の

田
中
祐
尾
は
そ
の
子
孫
で
、
今
な
お
八
尾
で
医
を
業
と
し
、
弥
性

園
の
家
伝
文
化
財
を
保
持
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
に
は
医
学
史
料

と
し
て
貴
重
な
古
文
書
・
書
画
類
、
そ
し
て
書
籍
が
数
多
く
あ
り
、

近
年
一
部
は
世
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
の
、
と
り
わ
け
古
医
学
書
に

つ
い
て
は
い
ま
だ
充
分
な
調
査
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
今
回
そ
れ
ら
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
弥
性
園
の
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田
中
弥
性
園
所
蔵
の
善
本
古
医
籍
（
明
版
）
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田
中

祐
尾

家
伝
蔵
書
中
に
は
き
わ
め
て
伝
世
稀
な
漢
籍
医
書
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
下
主
だ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

「
丹
渓
心
法
附
余
」
二
十
四
巻
十
二
冊
。
明
版
。

本
書
は
明
の
方
広
の
撰
に
な
る
朱
丹
渓
流
医
学
の
医
学
全
書
。

日
本
で
も
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
弥
性

園
蔵
の
こ
の
版
本
は
見
返
し
扉
に
「
部
武
官
板
丹
渓
心
法
附
余
・

書
林
楊
初
虹
梓
行
」
、
巻
末
刊
記
に
「
武
陽
中
憲
大
夫
呉
国
倫
精

校
／
書
林
楊
氏
梓
行
」
と
あ
る
。
王
重
氏
「
善
本
書
提
要
』
に
同

一
版
と
思
わ
れ
る
米
国
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
多
紀
元
堅
旧
蔵
）
を

著
録
し
、
嘉
靖
間
（
一
五
二
二
～
六
六
）
刻
本
を
鑑
定
し
て
い
る
。

あ
る
い
は
万
暦
（
一
五
七
三
～
一
六
一
五
）
の
補
刻
を
交
え
る
か
。

と
も
か
く
今
か
ら
四
百
年
は
ゆ
う
に
遡
る
稀
観
本
で
あ
る
。

「
袖
珍
方
大
全
」
四
巻
四
冊
。
明
版
。

本
書
は
明
の
朱
楠
の
命
に
よ
り
李
恒
ら
が
編
纂
し
た
医
書
で
、

諸
版
が
あ
り
、
明
代
広
く
流
布
し
た
。
本
版
は
毎
巻
首
に
「
魁
本

袖
珍
方
大
全
」
と
題
し
、
洪
武
二
十
五
年
（
一
三
九
三
後
序
の
末

に
「
嘉
靖
己
亥
仲
秋
吉
（
以
下
欠
損
）
」
の
刊
木
記
が
あ
る
か
ら
、

明
ら
か
に
嘉
靖
十
八
年
（
一
五
三
九
）
の
刊
本
で
あ
る
。
本
書
の
同

年
刊
本
は
中
国
に
二
点
ほ
ど
現
存
品
が
知
ら
れ
る
。
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『
仁
斎
直
指
方
諭
』
二
十
六
巻
十
八
冊
。
明
版
。

本
書
は
未
の
楊
士
扇
の
撰
に
な
る
医
方
害
で
、
景
定
五
年
（
一
二

六
四
）
の
成
立
。
現
伝
最
古
本
は
台
湾
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
元
刊
本

（
『
経
籍
訪
古
志
」
著
録
江
戸
医
学
館
本
）
が
唯
一
で
、
本
版
は
こ
れ

に
基
づ
く
嘉
靖
二
十
九
年
（
一
五
五
○
）
の
翻
刻
本
で
あ
る
。
こ
の

嘉
靖
版
も
日
本
・
中
国
の
図
書
館
に
数
部
が
伝
存
す
る
の
み
で
、

『
龍
谷
大
学
大
宮
図
吉
館
和
漢
古
典
籍
貴
重
書
解
題
』
に
も
同
版

が
採
録
さ
れ
る
珍
本
で
あ
る
。

「
奇
効
良
方
』
六
十
九
巻
十
七
冊
。
明
版
。

本
書
は
明
の
董
宿
の
原
編
、
方
賢
・
楊
文
翰
の
補
編
に
な
る
大

型
の
医
方
書
。
『
太
医
院
経
験
奇
効
良
方
大
全
』
と
も
称
し
、
成
化

七
年
（
一
四
七
一
）
太
医
院
刊
本
が
初
版
。
日
本
へ
も
室
町
時
代
す

み
や
か
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
当
時
の
知
識
階
級
の
医
家
に
珍

重
さ
れ
た
。
本
版
の
総
目
末
尾
に
は
「
正
徳
辛
未
孟
夏
／
日
新
書

堂
重
刊
」
の
木
刊
記
が
あ
り
、
正
徳
六
年
二
五
一
二
の
刊
本
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
版
も
ご
く
稀
少
本
で
、
台
湾
故
宮
博
物

院
所
蔵
の
同
版
（
野
間
三
竹
旧
蔵
）
が
先
年
『
故
宮
珍
蔵
中
医
名
著

三
十
四
種
』
に
影
印
収
録
さ
れ
て
は
じ
め
て
一
般
の
研
究
者
の
目

に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
田
中
弥
性
園
蔵
書
中
、
最
古
版
で
あ

ろ
う
。『

医
学
綱
目
』
四
十
巻
三
十
冊
。
明
版
。

本
書
は
明
の
楼
英
の
撰
に
な
る
医
学
全
言
で
、
十
四
世
紀
後
半

の
成
立
。
刊
行
は
十
六
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
。
現
在
、
嘉
靖
四
十

四
年
（
一
五
六
五
）
曹
灼
序
刊
本
の
存
在
が
知
ら
れ
、
日
本
で
は
万

治
二
年
（
一
六
五
九
）
の
翻
刻
が
あ
る
。
本
版
は
嘉
靖
曹
灼
本
と
は

異
版
で
あ
る
が
、
同
じ
く
嘉
靖
頃
の
刻
か
と
思
わ
れ
る
古
版
で
、

今
後
の
検
討
が
期
待
さ
れ
る
。

以
上
明
版
五
種
に
言
及
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
清
刊
本
は
も
と
よ

り
、
『
活
人
事
証
方
』
『
衛
生
宝
鑑
」
『
世
医
得
効
方
』
「
魏
氏
家
蔵

方
」
の
よ
う
な
通
常
流
布
し
て
い
な
い
写
本
、
『
御
薬
院
方
」
『
太

平
聖
恵
方
」
の
和
刻
本
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
稀
観
本
が
あ
る
。

田
中
弥
性
園
の
蔵
書
の
質
は
一
般
医
家
と
し
て
は
群
を
抜
い
て
高

い
○

（
〃
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）

（
帥
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
・
医
史
学
）
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